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１．概要 

 

平成２０年度の活動内容は以下の通りである。 

 

① 沿岸油汚染防除活動を効率的進めるための市民参加・協働型活動母体の確立 

オホーツク環境ネット（ＯＥＰＮ）を法人化についての調整および実装活動の主体

に参加する各利害関係者・団体による協議会発足に当たっての協議を開始し、先ず、

ＯＥＰＮ実装主体として法人格を取るため、NPO法人化するための調整、書類作成を

行い、設立準備会を開催した。 

 

②  沿岸油汚染防除に関する学習会のメニュー作成・実施 

これまで網走で作成してきた緊急時活動計画をベースに協議会参加予定地域向けに

作成および改訂を行い、一般向けのワークショップを行った。 

 

③  協議会および参加市民の顔の見える関係は地域 SNS を使用して行う予定であり、

その準備を行い試験的に SNS の中にコミュニティーを立ち上げた。 

 

２．実装活動の具体的内容  
 

１） 沿岸油汚染防除活動を効率的進めるための市民参加・協働型活動母体の確立 

 

オホーツク環境ネット（ＯＥＰＮ）を法人化についての調整および実装活動の主体に参

加する各利害関係者・団体による協議会発足に当たっての協議を開始し、先ず、ＯＥＰＮ

実装主体として法人格を取るため、NPO法人化するための調整のため、平成２０年度総会で

の講習会（平成20年11月22日）、ワークショップ（平成21年2月17日）、法人化のための書

類作成を行い、設立準備会（平成21年2月22日）を開催した。講習会、ワークショップのプ

ログラムは以下の通りである。 

 
① オホーツクの環境を守る地域ネット（OEPN）平成２０年度総会 

 
テーマ：サハリン・フェーズII事業・タンカー輸送開始目前を控えサハリンII事業の全容

を知り。油漏れ事故にどう対応するかを学習する。 

日時：平成２０年１１月２２日 ＰＭ６：３０－ 

場所：紋別市立博物館・1F研修室 

主催：オホーツクの環境を守る地域ネット（OEPN） 

講演： 

・サハリン・フェーズIIの事業内容・企業としての事故防止対応 

 松本 秀雄（サハリンエナジー社 広報・渉外担当） 

   ・油漏れ事故全般について 

      後藤 真太郎（立正大学地球環境科学部） 

  ・ＡＩＳによる油輸送タンカー把握による油流出事故の未然防止について 

      沢野 伸浩（星稜女子短期大学） 
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 ・サハリン・フェーズII視察報告 

     石川 清（北海道漁業環境対策本部 事務局次長） 

 ・サハリンIIプロジェクトの環境保全に関し、融資先・サハリンエナジー社 

への今後の提言 

  前田 匡史（国際協力銀行 資源金融部長） 

 

② ワークショップ油汚染プログラム 

 

2009年2月17日(月) 午後１時－５時 於：紋別文化会館 

テーマ1：サハリンII タンカー輸送開始・緊張の宗谷海峡 

司会 後藤 真太郎（立正大学） 

・OEPN（オホーツク環境ネット）の今後の活動について 

小野 哲（オホーツク環境ネット） 

 ・原油通年出荷/LNG出荷開始に向けて－今後の事故防止対策について 

      松本 秀雄（サハリンエナジー社 広報・渉外担当） 

 ・サハリン開発と他移動漁業 

石川 清（北海道漁業環境対策本部 事務局次長） 

 ・宗谷岬を通過するタンカーのAISによる追跡 

沢野 伸浩（星稜女子短期大学） 

 ・油流出災害とボランティア活動 

      大貫 伸（日本海難防止協会） 

 ・市民参加の油防除体制を作るには 

      後藤 真太郎（立正大学） 

 

テーマ2： 環境脆弱域における油汚染に備えて 

司会：濱田 誠一（北海道立地質研究所） 

・油防除から見た環境脆弱性の特性評価 

濱田 誠一（北海道立地質研究） 

・海跡湖の波浪影響特性評価 

仁科健二（北海道立地質研究所） 

・バイオレメディエーションの効果 

牧 秀明（国立環境研究所） 

・オホーツク沿岸の水鳥生息分布 

長 雄一（北海道環境科学研究センター） 

・湿地の植生とヨシ刈り取りの影響について 

島村 崇志（北海道環境科学研究センター） 

・オホーツク沿岸の湿地分布とＧＩＳによる環境評価の試み 

高田雅之（北海道環境科学研究センター） 
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２）沿岸油汚染防除に関する学習会のメニュー作成・実施 
 

これまで網走で作成してきた緊急時活動計画をベースに協議会参加予定地域向けに作

成および改訂を行い、1)に示した一般向けの講習会、ワークショップを行った。 

 

また、一般への説明資料が必要である事から、環境脆弱性地図（ESIマップ）説明資料

を作成し、現地で環境脆弱性が把握できるような啓蒙資料を作成した（資料1参照）。 

 

平成21年5月30日に予定される環境観察会の中に位置付けた環境脆弱性地図（ESIマッ

プ）講習会を皮切りに使用していく予定である。 

 

 

２）SNS準備 
 

環境観察会、ワークショップなどで得られたネットワークを持続的に維持し、個々の 

議論を可視化する必要がある。協議会および参加市民の顔の見える関係は地域 SNS を使

用して行う予定であり、その準備を行った。このため、現在使用している地域 SNS の中

に試験的に SNS の中にコミュニティーを立ち上げた（http://kumacom.jp）。また、現在

使用している SNS エンジン（OpenSNP）は、ESI マップや油の漂着情報、天然ガスの角さ

ん情報等の地図情報を表示する機能が不足しており、改善する必要がある。このため現

在使用の Googlemap での表示機能に加え、国土地理院提供の電子国土を組み込み、地図

を介したコミュニケーション機能の強化を図るためのシステム構築作業を開始した。 

図１に、SNS と GIS を用いたコミュニケーション機能説明図を示す。 
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         図１．SNSとGISを用いたコミュニケーション機能説明図 

 

３．成果 

 

（１）出願（公開は考えていない） 

   ①国内出願（ 0  件）  
   ②海外出願（ 0  件） 
 
２） 発表 
 

後藤 真太郎：油漏れ事故全般について, オホーツクの環境を守る地域ネット（OEPN）

平成２０年度総会レジ集,2008.11. 

沢野 伸浩:ＡＩＳによる油輸送タンカー把握による油流出事故の未然防止について, 

オホーツクの環境を守る地域ネット（OEPN）平成２０年度総会レジ集,2008.11. 

石川 清:サハリン・フェーズII視察報告, オホーツクの環境を守る地域ネット（OEPN）

平成２０年度総会レジ集,2008.11. 

小野 哲：OEPN（オホーツク環境ネット）の今後の活動について,ワークショップ油汚染

レジメ集,2009.2 

石川 清:サハリン開発と他移動漁業,ワークショップ油汚染レジメ集,2009.2, ,ワーク

ショップ油汚染レジメ集,2009.2 

 沢野 伸浩:宗谷岬を通過するタンカーのAISによる追跡, ワークショップ油汚染レジ

メ集,2009.2 

【090401】 
 
 



 
 
 
実装支援プログラム 年度報告書 様式 
 

大貫 伸:油流出災害とボランティア活動,ワークショップ油汚染レジメ集,2009.2 

後藤 真太郎:市民参加の油防除体制を作るには, ワークショップ油汚染レジメ

集,2009.2 

濱田 誠一:油防除から見た環境脆弱性の特性評価, ワークショップ油汚染レジメ

集,2009.2. 
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資料１  

 

環境脆弱性マップ（ESIマップ）を利用した住民参加の油防除作業説明図 
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